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Abstract
  “The Nine Chapters on the Mathematical Art” was the oldest book of mathematics in China 
before the unearthing of “Suan-shu shu.” The aim of our research is to provide a complete 
translation and annotation of it including annotations of Liu Hui（劉徽）and Li Chunfeng（李
淳風）from the viewpoint of our previous work on “Suan-shu shu.” 
  This is the eighteenth article based on our research and results in which we studied the 
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術曰、 列置糲米三十、 粺米二十七、 糳米二十四、 而返衰之［25］［26］、 副幷爲法。
以七斗乘未幷者、 各自爲取粟實。 實如法得一斗［27］。

















　　　　糲米を舂く者の粟数＝ 7 ×36÷121＝2 10―121斗
　　　　粺米を舂く者の粟数＝ 7 ×40÷121＝2 38―121斗



























[25]［劉注］此先約三率、 糲爲十、 粺爲九、 糳爲八。 欲令米等者、 其取粟、 糲率十分之一、









[26]［李注］臣淳風等謹按、 米有精麤（粗）之異、 粟[一]有多少之差。 據率、 粺・糳少而糲多、
























[28]［劉注］若徑求爲米等數者、 置糲米三、 用粟五。 粺米二十七、 用粟五十。 糳米十二、 用







　　　 糲米 3 と用粟 5 、粺米27と用粟50、糳米12と用粟25について、 3 と27と12の最少公
倍数を求めると、108である。そこで、米率を「同」すると、
　　　　糲米は 3 ×36＝108、粺米は27× 4 ＝108、糳米は12× 9 ＝108
　　　　次に、それぞれの用粟数を「斉」すると、











［六］今有人當稟粟二斛。 倉無粟、 欲與米一・菽二、 以當所稟粟。 問各幾何。
答曰、 米五斗一升七分升之三。 菽一斛二升七分升之六。









　　　①米 1 は粟では、1× 5―3 ＝
5―3 。菽 2 は粟では 2×
10―9 ＝
20―9 。




　　　粟 2 斛×米 1 ÷35―9 ＝
18―35斛＝ 5斗1
3―7 升




　　　 米 1 と菽 2 の粟に換算しての比率は、 5―3 ：
20―9 ＝3：4。そこで、 2 斛をこの比率で分
配すればよいので、














訳：今粟 2 斛を授けなければならない人がいる。倉には粟がないので、米 1 ・菽 2 の割合
で与え、それで授ける粟に当てようと思う。問う、米・菽はそれぞれ如何ほどか。
　　　答えにいう、米は 5 斗1 3―7 升。菽は 1 斛2
6―7 升。
　　 　術にいう、米 1 と菽 2 を置いて、それぞれ粟にする数を求める。それらを併せると
3 8―9 が得られるので、これを法とする。また米 1 と菽 2 を置いてそれぞれに粟 2 斛を
掛けて、それぞれを実とする。それぞれの実を法で割れば斛を単位とする答えが得ら
れる。
[29]［李注］臣淳風等謹按、 置粟率五乘米一、 米率三除之、 得一　三分之二。 即是米一之粟
也。 粟率十以乘菽二、菽率九除之、得二　九分之二。 即是菽二之粟也。 幷全得三、齊子幷之、
得二十四、 同母得二十七、 約之得九分之八。 故云 「幷之得三　九分之八」。 米一・菽二當粟
三　九分之八。 此其粟率也。 於今有術、 米一・菽二皆爲所求率、 當粟三　九分之八爲所有率、
粟二斛爲所有數。 凡言率者當相與通之、 則爲米九・菽十八、 當粟三十五也。



















訳：臣淳風等謹んで按じますに、粟率 5 を置いて米 1 に掛け、米率 3 でこれを割れば、
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1 2―3  が得られる。これが米 1 に相当する粟である。粟率10で菽 2 に掛け、菽率 9 でこ
れを割れば、2 2―9 が得られる。これが菽 2 に相当する粟である。まず、1
2―3 および2
2―9  
の整数部分を併せて 3 とし、残りの分数 2―3 と
2―9 の分子を「斉」すると24が得られ、分
母を「同」すると27が得られ、これを約分すれば 8―9 が得られる。ゆえに「これを併せ
ると3 8―9 が得られる」といっているのである。米 1 ・菽 2 は粟3
8―9 に相当する。これ
がその粟率ということである。これから、今有術において、米 1 ・菽 2 は両者とも所
求率とし、粟3 8―9 に当たるものを所有率とし、粟 2 斛を所有数として（今有術の公式
を当てはめて計算すればよい）。凡そ率と言う者はまさに相互に通じるものなので、
（「米 1 ・菽 2 は粟3 8―9 に相当する」とは）「米 9 ・菽18は粟35に相当する」とするこ
ともできる。
　　 　また、米 1 ・菽 2 を置いてそれぞれに粟とする 2 率（1 2―3 、2
2―9  ）を求め、これらを
列衰（ 3 、4 ）として答えを求める方法もある。すなわち、別に列衰を併せて法とする。
粟 2 斛を各々の列衰に掛けて実とする。得られるものは、米 1 ・菽 2 で求められる粟
数である。これらを各々米・菽の本率をもって今有術の公式にあてはめると、本題の
答えと合致する。
［七］今有取傭負鹽二斛、 行一百里、 與錢四十。 今負鹽一斛七斗三升少半升、 行
八十里。 問與錢幾何。
答曰、 二十七錢一十五分錢之一十一。









　　　塩 2 斛＝200升で、100里行くことは、1 升で200升×100里＝20000里行くことである。
　　　 塩 1 斛 7 斗3 1―3 升＝173












訳： 今傭人を雇い塩 2 斛を背負わせて、100里行くと、40銭を与えることとする。今塩１
斛 7 斗3 1―3 升を背負わせて80里行く。問う、銭を如何ほど与えるか。
　　　答えにいう、2711―15銭。
　　 　術にいう、塩 2 斛の升数を置いて、100里をこれに乗じて法とする。40銭を今背負
わせる塩の升数に掛けて、さらに80里をこれに掛けて実とする。実を法で割ると銭を
単位とする答えが得られる。
注：[30]按此術以負鹽二斛升數、 乘所行一百里得二萬里。 是爲負鹽一升行二萬里、 （得錢











訳： 案じるに、この術は、背負う塩 2 斛の升数を歩く里数に掛けて20000里が得られる。
これは、塩 1 升を背負って20000里行くことに相当する。これを今有術に於ける所有
率として計算するのである。
注：[31]以今負鹽升數乘所行里、 今負鹽一升凡所行里也。 於今有術爲所有數[一]、 四十錢爲






































　　　　 1 石17斤＝ 1 × 4 ×30＋17＝137斤、 1 石＝ 1 × 4 ×30＝120斤
　　　　ｘ＝137斤×76歩×50返÷（120斤×100歩）＝4323―60返









訳： ここの方法は、 1 斤を背負って 1 回往復したときの延べ歩数（ 1 斤×100歩）を言って
いる。











訳： 案じるに、ここの法は 1 斤を背負い 1 往復したときの延べ歩数である。ここの実とい




[34]［李注］臣淳風等謹按、 此術所行步多者得返少、 所行歩少者得返多。 然則［故］[一]所行者、
今返率也。 （故）令［故］[一]所得返乘今返之率爲實、 而以故返之率爲法、 今有術也。 按此負
籠又有輕重。 於是爲術者因令重者得返少、 輕者得返多。 故又因其率以乘法實者、 重今有之
義也。 然此意非也。
按此籠雖輕而行有限、 籠過重則人力遺、 力有遺而術無窮、 人行有限而籠輕重不等。 使其有
限之力隨彼無窮之變、 故知此術率乖理也。
若故所行有空行返數設以問者、 當因其所負以爲返率、 則今返之數可得而知也。 假令空行一
日六十里、 負重一斛行四十里、 減重一斗進二里半、 負重（三）［二］[二]斗以下與空行同。
今負籠重六斗、 往還行一百步、 問返幾何。 答曰、 一百五十返。 術曰、 置重行率加十里、 以
















































　　（7 6）仮に 1 日で空行の場合は60里、重さ 1 斛を背負った場合は40里、重さ 1 斗を減
らすごとに2 1―2 里を増やすこととすれば、重さ 2 斗を背負う場合には、その里数は、
40里＋2 1―2 里×（10－2）＝60里　となり、空行と同じとなる。そこで、「重さ二斗以
下を負うは空と同じ」という。
　　（7 7）今、籠の重さが 6 斗で、往復の歩数が100歩だとすると、１日の走行距離は、




















　　 　仮に、「空で行く」場合 1 日60里とし、重さ 1 斛を背負うと歩むこと40里、重さ 1
斗を減らすごとに2 1―2 里を増し、重さ 2 斗以下を背負う場合は「空で行く」のと同じ
とする。




































　　　 ①太倉・上林間の距離をｘとすると、車は 3 往復したのだから、その総距離は、行
くに 3ｘ、帰るに 3ｘとなる。
　　　 ②空車で 1 日70里行くのだから、空車が要した時間は、（ 3ｘ÷70）日、重車が要し
た日数は、（ 3ｘ÷50）日となる。















一百七十五里爲所求率、 六日爲所有率、 以此所得則三返之路。 今求一返、 當以三約之。 因
令乘法而幷除也）。
爲術亦可各置空・重行一里用日之率、以爲列衰。 副幷爲法。 以五日乘列衰爲實。 實如法所得、











注：（8 3）本章の［四］では、まず、甲県以外の各県における輸送日数を出す。 1 里を行
くに、重車では 1―50日、空車では






　　　 ①空車と重車が 1 里行くのに必要な日数、 1―70 と
1―50 を列衰とする。即ち、 5 ： 7 で
ある。これを併せた12を法とする。
　　　 ②次に、かかった 5 日を 5 ： 7 で比例配分する。まず、それぞれの列衰に 5 日を掛
け実とする。即ち、空車は 5 × 5 、重車は 5 × 7 となる。これを法12で割れば、空
車は 5 × 5 ÷12＝25―12 日、重車は 5 × 7 ÷12＝
35―12日。これがそれぞれの輸送に要し
た日数である。




×50里。それを足すと、3500―12 里となる。これは太倉と上林を 3 回往復した距離なの
で、 6 で割る。注では「三返もて之を約」すとしている。「三返」は片道六回分で
ある。すると、3500÷12÷ 6 ＝4811―18里となる。
訳： 本題も上の［四］の術のように、率は、175里の路に往復で 6 日を用いている。




れぞれを足すと）合計日数（ 5 日）で動いた距離である。 3 往復しているので、（片道
6 回で）割ると、上林より太倉までの距離となる。
[36]［臣淳風等謹］[一]按、 此術、 重往空還、 一輸再還衟。 置空行一里用七十分日之一、 重行
一里用五十分日之一、 齊而同之、 空重行一里之路、 往返用一百七十五分日之六。 （定）［完］
言之者[二]、 一百七十五里之路、 往返用六日。 故幷空重者、 幷齊也。 空重相乘者、 同其母也。
於今有術、 五日爲所有數、 一百七十五爲所求率、 六爲所有率、 以此所得、 則三返之路。 今













　　（8 6）かかった 5 日を所有数とし、175里を所求率とし、 6 日を所有率とし、「所有数」
×「所求率」÷「所有率」＝所求数の公式にあてはめると、
　　　　 5 日×175里÷ 6 日＝875―6 里　



















5 日を所有数とし、175を所求率とし、 6 を所有率とし、これで得られる答えは 3 往
復の距離である。今、 1 往復を求めるには、 3 でこの答えを割らねばならない。ゆえ

























　　　 絡糸 1 斤×16両×384銖÷（396銖×12両）＝128―99 斤＝1
29―99 斤＝1斤（16×
29―99 両＝ 1 斤
464―99 両＝ 1 斤4
68―99両＝ 1 斤 4 両（24×
68―99銖＝ 1 斤 4 両16
16―33銖。
　　　 本題の考え方は、下の［37］の注の最初の解法に述べられている。注（92） （93） （94）
参照。
訳： 今絡糸 1 斤が練糸12両となり、練糸 1 斤が青糸 1 斤12銖となる。今青糸 1 斤がある。
問う、本の絡糸は如何ほどになるか。
　　　答えにいう、 1 斤 4 両1616―33銖。
　　 　術にいう、練糸12両を青糸 1 斤12銖に掛けて法とする。練糸 1 斤の銖数を絡糸 1 斤
の両数に掛けて、また青糸 1 斤をこれに掛けて実とする。実を法で割れば、斤を単位
とする答えとなる。
[37]［劉注］按、 練絲一斤爲青絲一斤十二銖。 此練率三百八十四、 青率三百九十六也。 又絡
絲一斤爲練絲十二兩。 此絡率十六、 練率十二也。 置今有青絲一斤、 以練率三百八十四乘之
爲實、 實如青絲率三百九十六而一、 所得青絲一斤練絲之數也。 又以絡率十六乘之所得爲實、
以練率十二爲法、 所得即練絲用絡絲之數也。 是謂重今有也。 雖各有率、 不問中間、 故令後
實乘前實、 後法乘前法而幷除也。 故以練絲兩數爲實、 青絲銖數爲法。
一曰、 又置絡絲一斤兩數與練絲十二兩、 約之、 絡得四、 練得三、 此其相與之率。 又置練絲
一斤銖數與青絲一斤一十二銖、 約之、 練得三十二、 青得三十三、 亦其相與之率。 齊其青絲・
絡絲、同其二練、絡得一百二十八、青得九十九、練得九十六、即三率悉通矣。 今有（青）［練］[一]
絲一斤爲所有數、 絡絲一百二十八爲所求率、 青絲九十九爲所有率。 爲率之意猶此、 但不先




又一術、 今有青絲一斤銖數、 乘練絲一斤兩數爲實、 以青絲一斤一十二銖爲法。 所得即用練
























注：（9 2）練糸 1 斤＝384銖は青糸 1 斤12銖＝396銖となる。よって、練糸と青糸の比率は
384：396となる。絡糸 1 斤＝16両は練糸12両となる。よって、絡糸と練糸の比率は、
16：12。











　　　 「中間を問わず」とは、「注（93）で得られる途中の答えを出さない」で、 2 つの式
を１つの式に換えて、答えを出すとの意。「并除」とは、 2 つの除数は別々に 2 回
割り算をせず、先に互いを掛けて、その積で割ること。注（86）参照。
　　（9 6）別の解法を示す。それは以下の如し。




　　　③練糸32：青糸33＝32× 3 ：33× 3 ＝96：99。
　　　 ④絡糸 4 ：練糸 3 ＝4×32： 3 ×32＝128：96。（③と④は、其の青糸・絡糸を「斉」
し、其の二練を「同」す）
　　　⑤③と④から、絡糸128：練糸96：青糸99。（三率悉く通ず）
　　　 ⑥青糸 1 斤を所有数、絡糸の率128を所求率、青糸の率99を所有率とし、今有術の
公式に当てはめると、 1 斤×128÷99＝128―99 ＝1









　　　 ①練糸 1 斤（16両）：青糸 1 斤12銖（396銖）＝用いる練糸（両数）：青糸 1 斤（384銖）
の関係にあるので、用いる練糸（両数）＝練糸16両×青糸384銖÷青糸 1 斤12銖（396
銖）で求められる。計算は、用いる練糸（両数）＝16×384÷396




用いる絡糸の斤数＝１×（16×384÷396）÷12＝ 1 ×16×384÷（396×12）＝1 29―99斤。
　　　 この解法の要点は、①では両と銖、②では斤と両と異なる単位間でも比例が成り立
つことを利用していること。










　　 　別の術にいう、また絡糸 1 斤の両数（16両）と練糸12両を置いて、これを約すると
絡は 4 、練は 3 となり、これらは相与率である。また練糸 1 斤の銖数と青糸 1 斤12銖
の銖数を置いて、これを約すると、練は32、青は33となり、これらも相与率である。
その青糸・絡糸を「斉」し、その 2 つの練を「同」すると、絡は128、青は99、練は




てこれを通じさせる。これに倣えば、率が 4 転・ 5 転していても異なることはない。
上で「其の二練を「同」す」と言っているのは、 3 率が互いに通じることを明らかに
しているだけで、術としては異なることはないのである。
　　 　また別の術では、今ある青糸 1 斤の銖数を練糸 1 斤の両数に掛けて実とする。青糸





















ｘ：粺米10斗＝10： 9 。よって糲米ｘ＝10×10÷ 9 。これが粺米10斗を得るための
糲米の斗数。
　　　 ②次に、悪粟ｙ：糲米ｘ＝20斗： 9 斗　なので、悪粟ｙ＝糲米ｘ×悪粟20斗÷糲米
9 。この式の糲米ｘの個所に①で得られた糲米ｘ＝10×10÷ 9 を入れると、
　　　　悪粟ｙ＝（10×10÷9）×20÷ 9 。
　　　③ 2 回割り算がでてくるので、「并除」の形にして、





　　 　術にいう、糲米 9 斗を置いて、粺米の率 9 をこれに掛けて法とする。また粺米10斗
を置き、糲米の率10をこれに掛け、さらに悪粟20斗をこれに掛けて実とする。実を法
で割ると、斗を単位とする答が得られる。
[38]按、 此術、 置今有求粺米十斗、 以糲米率十乘之、 如（糲）［粺］[一]率九而一、 ［即粺化爲糲。
又以惡粟率二十乘之］[二]、 即糲亦化爲惡粟矣。 此亦重今有之義。 爲術之意、 猶絡絲也。 雖












































[39]按、 此術、 以六十步減一百步、 餘四十步、 即不善行者先行率也。 善行者行一百步追及
率。 約之、 追及率得五、 先行率得二。 於今有術、 不善行者先行一百步爲所有數、 五爲所求










　　　①先行率（100歩－60歩）：追及率100歩＝ 2 ： 5 と率を約しておく。
　　　 ②先行100歩を所有数とし、①の追及率 5 を所求率とし、 2 を所有率として、今有
術の公式に当てはめる。即ち、所求数＝100× 5 ÷ 2 ＝250歩　となる。
訳：按ずるに、この術は、60歩を100歩より引くと、余りは40歩で、これが速く歩かない
者の先行率である。速く歩く者の歩数100歩は追及率である。両者を約すると、追及
率は 5 となり、先行率は 2 となる。今有術では、速く歩かない者の先行歩数100歩を






























[40]按、 此術、 不善行者既先行一十里、 後不及二十里、 幷之得三十里也。 謂之先行率。 善



















































[41]按、 此術、 以不及三十步減先走一百步、 餘七十步爲兔先走率。 犬行二百五十步爲追及
率。 約之、 先走率得七、 追及率得二十五。 於今有術、 不及三十步爲所有數、 二十五爲所求
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